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トマト心腐果の発生は摘葉により低減できる 

 
[要約] トマト養液栽培の抑制作型において、摘葉により心腐果の発生を低減できる。摘

葉方法は、効果および作業性からみて葉柄の先端の小葉を切断する方法が良いと考えら

れる。 

神奈川県農業技術センター・生産技術部  連絡先 0463-58-0333 

 

[背景・ねらい] 

神奈川県において、トマト心腐果（図１）の発生は養液栽培抑制作型の低位段に多い。

この障害果はカルシウム欠乏が原因という報告がある（寺林ら、2010）が、その発生メカ

ニズムは明らかになっていない。一方、同様にカルシウム欠乏が原因とされる尻腐果の発

生は摘葉により低減できることが確認されている（佐藤ら、2004）。そこで、トマト養液

栽培抑制作型における低位段の摘葉が芯腐果の発生に及ぼす影響を調べた。 

 

[成果の内容・特徴] 

１ 3段花房より2節上までの葉の葉面積を1/2に摘葉することで、3段果房までの芯腐果の

発生は低減する（図２）。 

２ 葉柄を１枚おきに切断する方法は、収穫する段位により芯腐果低減効果にばらつきが

出る。一方、葉柄の片側の小葉を除く方法および葉柄の先端を切断して除く方法は、段

位にかかわらず芯腐果低減効果が認められる（表１）。 

３ 葉柄の片側の小葉を除く方法より葉柄の先端を切断して除く方法のほうが、切断回数

が少ないことから作業性がよい。 

４ 摘葉を行うことにより、芯腐果と同様に尻腐果も低減する（表１）。 

 

[成果の活用面・留意点] 

１ 心腐果の発生は年次変動が大きいため、予防的に実施することが望ましい。 

２ 今回の試験では、１段開花時から摘葉を行った。 

３ 摘葉は糖度に影響しない。また、葉柄の片側の小葉を除く方法および葉柄の先端を切

断して除く方法は収量に影響ないが、葉柄を１枚おきに切断する方法は収量減となる。 

４ 本成果は‘桃太郎ヨーク’での試験結果である。 

 

 



 [具体的データ]  

 

 
 
 
 
 

 

 

図１ 芯腐果 
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図２ 摘葉が芯腐果発生率に及ぼす影響 
    ＊無処理区に対し 5％水準で有意差あり 

摘葉・縦切区：葉面積が 1/2 となるよう、葉柄の片側の小葉を全て除去（右図参照） 
摘葉・横切区：葉面積が 1/2 となるよう、葉柄の先端の小葉を除去（右図参照） 
摘葉・1 枚おき区：葉面積が 1/2 となるよう、葉柄を 1 枚おきに除去 
無処理区：摘葉無し 
耕種概要：は種；2012 年 7 月 24 日 定植；8 月 23 日 
養液栽培システム；ロックウール培地を用いた培養液かけ流し式 
培養液；開花まで大塚 A 処方で管理し、以降に大塚 A 処方のカルシウム濃度を 0.5 倍、アンモニア態窒素濃度

を 3.5 倍に変更して EC 値を 1.5～2.0ds/m の範囲で管理した。 
調査：赤熟果を週 2 回採取し、切断して発生の有無を調べた。 

 

表 1 段位別心腐果および尻腐果発生率（％） 
    心  腐  果         尻  腐  果     
試験区名 1 段 2 段 3 段  1 段 2 段 3 段 
摘葉・縦切区 6.7  0.0  11.1   4.4  0.0 5.6 
摘葉・横切区 9.1  3.1  13.9   2.3  0.0 2.8 
摘葉・1 枚おき区 4.3  14.7  13.3   2.1  0.0 13.3 
無処理区 32.6  14.3  30.4   25.6  21.4 37.0 
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